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本研究は、日本の化粧品ブランド 10 社による X（旧 Twitter）上の 5,000 件の投稿を対象に、情報的・

感情的コンテンツの比率とユーザーエンゲージメント（いいね数・リツイート数）の関係を定量的に

分析したものである。1,000 件の投稿に対して 3 名の評価者が 5 段階でスコアリングを行い、Kappa

係数 0.70 以上の一致度を持つラベルを用いて SVM 分類器を構築。これにより、残りの投稿に対して

も感情・情報比率を自動付与した。 

 

感情比率に基づき投稿を 10 群に分類し、エンゲージメントとの関係を箱ひげ図・折れ線グラフで可

視化。ANOVA と Tukey の HSD 検定により、感情比率が 0.6〜0.7 の範囲にある投稿が最も高いエンゲー

ジメントを示す傾向が確認された。一方、比率が極端に高い（0.8 以上）または低い（0.3 未満）投稿

では反応が下がる傾向も明らかになった。 

 

国際学会 HCII 2025 にて本研究を発表し、SNS 分析や感情工学に関心のある研究者との有意義な議論

を行うことができた。 
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